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ヒューマンセントリック 10Tの取り組みと価値提供サイクル
Initiative of Human Centric IoT and the value offering cycle 
大津達蔵*
1 .はじめに
ビジネスのデジタル化、 IoT(Internet Of Things)の
活用により、様々な産業構造、ビジネスモデルが変革し
てきている。その際、利用者にどのようにして新しい価
値を提供していくかがポイ ントになる。筆者らは、2014
年より「ヒューマンセント リックIoTJという考え方を
提唱してきた。これは、 IoTがもたらす、センシング~
アナリティ クス~アクチュエーション(制御)のサイク
ルを最終利用者で、ある人に向けて提供することで、価値
が練成され最適化されるという考え方である。
本稿では、最新のIoT事例を紹介し、 その中で、価
値提供サイクノレがどのように実現されているかを解説
する。
2. loTの動向
2. 1 loTとは
インターネットから始まるデジタル化の波は、モバイ
ル、 IoT、さらにはAI(Artificial Inteligence :人工知
能)という形で進展してきている。 これらのデジタル技
術を活用することで、ビジネスや社会を変革していくこ
とが加速している。 1)
IoTとしづ 言葉は、厳密な定義を持たないパズワー ド
(流行り言葉)であるが、デジタル化の流れの中で、現
実世界から収集できるデジタルデータの供給手段と位
置付けられる。そのため、本稿では、 IoTを 「現場のデ
ジタル化jであると解釈する。 IoTにより、様々な現場
の情報をセンシングし、 それを分析して、再度現場を制
御していくこ とが可能になる。大量の現場データそ得る
ことで、ビジネスや社会の変革をさらに加速させること
ができるため、デジタル化の中でIoTが注目されてい
る。
具体的な事例の中で、 IoTがどのように活用されてい
*富士通株式会社
るかを深く認識するためのフレームワークとして、筆者
らは、「価値提供サイクノレJ(図 1)を提唱している。 こ
れは、 IoTを実現する要素を、「つながるJr集めるJr分
析するJr価値に変換Jr最適に制御」に分解し、 IoTが
利用者にどのような価値を提供しているかを明確化す
るものである。各要素に事例を分割解釈することで、分
かりにくいIoTの価値構造をブレークダウンし、比較・
分析することが可能になる。
③どうやって価値に変えるか
②デジタル化
された情報は
何か
④どうやって
フィー ドバック
①現場はどこか するか
図1 価値提供サイクル
2. 2 技術動向
事例の前提知識として、 IoTの技術動向を概説する。
IoTという用語iは、 IT(Information Technology)とOT
(Operational Technology :制御技術)の合体(IOTニ
IT+OT)であるとの俗説もあるほどで、通常のIT技術
の範囲だけでなく、制御技術も含めた広大な技術範囲
(図 2)を持つ。
その中で、特徴的なのは、「つながるJr集めるJr最
適に制御Jを担う多種多様な無線技術、スマートデバイ
ス、画像、および 「分析するJr価値に変換」を担うAI
である。
無線技術は、センサーやアクチュエーターとのラス ト
1mで「つながるj 技術である。無線に対する、距離、
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性能、信頼性、コスト、消費電力等々の現場の要件は様々
である。また、無線技術の方も、細かいパラメータをチ
ューニングすることで、万能ではないが各要件に特化し
た技術を創り出すことが可能である。近年、標準・非標
準ともに多様な無線技術が発展してきた。これらを最適
に組み合わせることで、今まで、は困難だ、った現場と 「つ
ながる」ことが可能になる。
利用者 i…ウザ メ-L --1出斗スマートヂソfイス l 
Webアプリケーション ソ シーャル i 
CRM、ERP. . . . モバイルデバイス管理 i 
各種デバイス通信手順 l 
デバイス管理 i 
仇引ト VPN つ
各縄デバイス通信手順 スマートデバイス
組み込み開発 各糧近距躍ネットワーク対応
近距離無線 l 
レガシー (RS232、R5485、・・) I 
綿制により各種 二 一トデパ可
業務システム
クラウド 巴主五色
仁三「遠距離ネットつーク
ゲトワェイ
近距雛
ネットつーク
??????
?
センサー
図2 loT技術の全体像
行い、 アクションを決定するこ とである。このフレーム
ワークにあてはめると、現状のAI技術には様々な利
点・欠点があり、一部「分析する」部分への適用が見ら
れるが、 「価値に変える」部分への適用は難しいことが
わかる。
AI関連技術の特徴を整理 (表 1)すると、 狭い意味
でAIと呼べる教師あり/なし学習技術は、自律的に判断
を行わせる レベノレに達していない。特にIoT領域は、
現実世界に作用するため、厳密な安全性が要求されるこ
とが多い。そういった場面において、自律的な動作を任
せられるのは、ルーノレベースなど、人聞が事前に厳密に
動作を設計した方式、あるいは人そのものである。IoT
において、 AIは、人への支援情報を提供する 「分析す
る」段階にと どまっている。
妓術(?) 特徴
人 -多様な状況に対応できる
見える化 多様な状況を人間に分かりゃすく伝える
jレールペース -人間よりも即時性、正確性に優れる
-理論と整合がとれる
教師あり学習 (画像解析、将棋囲碁など、最近脚光を浴ぴている)
-単純なルー ルでは表現できない分野に強い
大量の教師デー タを用意する必要がある
-応用が困難で、狭い問題領域ごとの技術開発が必要
-理論的説明力Tできず安心安全領域での活用に不安
教師なし学習 -多様な状況に対応できる
-誤検知や見逃しが多い
スマートデノミイスは、「つながるJr集めるJr最適に
制御」の広い分野に対して、ドラスティ ックな効果をも
たらす。スマー トデバイス自身に様々なセンサーが搭載
されているとともに、入出力を通じて人の情報を集め、
人に対してフィードパックすることができる。さらに、
スマー トデ、パイスには、複数の無線技術が搭載され、近
隣のセンサーをつなげることもできる。 表 1 AI関連技術と特徴
画像は、広範囲の情報を集めるために最近注目されて
きている。センサーを点在させるために必要な費用をか 今後、特定目的かっ安全性が要求されない分野には
けることなく、見える範囲の情報を一気に集め、画像解 AIの適用が進むと考えられるが、人のような万能なAI
析技術によりデジタル化することができる。最近では ド を創り出すには、現在のAI技術と異なるブレークスル
ローンによ り、カメ ラそのものが広範囲を自律的に移動 ーが必要である。2)
することで、集める範囲をさらに拡大できるようになっ このように、技術要素の理解、解釈にも、価値提供サ
ている。 イクルが役立つことがわかる。
AIの近年の発展については、 多数ある一般文献にま
かせると して、本稿ではIoTの実領域におけるAI活用
の状況を紹介する。 IoTでは 「分析するJr価値に変え
る」に対して、AIの活用が期待されている。「分析する」
とは、デジタルデータを整形・他のデータとの統合・ 見
える化等によ り、判断の支援情報を与えることで、「価
値に変える」とはそれらの情報をもとに何らかの判断を
3. loT事例と価値提供サイクル
3. 1 ものづくり最適化
実事例を、価値提供サイ クルのフレームワークで分析
してみる。最初に、ものづくり最適化の事例を紹介する。
富士通アイ・ネットワークシステムズ (株)山梨工場
では、企業向け通信機を製造している。企業向け通信機
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3. 2 新興国の水質監視
センサーメーカーである A社では、新興国の水質管
理という新ビジネスを立ち上げた。従来、水質管理は、
サンプルを採取して検査センターに送付して診断する
という方法をとっており、結果が出るまで時聞がかかり、
水質管理を定着させることが困難で、あった。そこで、 A
社は、現場ですぐに水質が判定できるセンサーと試薬を
販売し、さらに検査結果をクラウドで継続管理するシス
テムを提供した。現場管理者が水質の履歴傾向を把握す
ることが容易になり、結果として水質管理が定着して、
新興国の水の安全性を高めることができる。
この事例を、価値提供サイクルにしたがって分析して
みる(図 5)0 rつながるJ場所は、水質検査の現場であ
この事例を、価値提供サイクルにしたがって分析して る。「集める」対象は、水質情報であり、「分析する」主
の特徴として、部品点数が非常に多く、かっ民製品と比
較して高価で、あるため、必然的に、少ロット多品種生産
が必要となる。少ロット多品種生産においては、「段替
え」と呼ばれる、生産装置の設定や製造部品の交換など
が頻繁に発生するとともに、生産装置も複数を組合せて
利用する。そのため、ライン停止等のトラブルがあって
も原因究明には1週間程度の時間を要していた。
そこで、各機器に分散していたデータを 1箇所に集め、
かっ今までデジタル化していなかった作業員のデータ
も加え、それをタイムライン(図 3) と呼ぶ見せ方で、
作業員にダイレクトにラインの稼働状況をフィードパ
ックすることを行った。すると、作業員には、タイムラ
インの隙聞か直感的にわかるようになり、その隙聞と関
連する事象をもとに、従来一週間かかっていた改善活動
を、スムーズにできるようになった。結果として、ライ
ン停止時聞を 25%削減できた。
図3 タイムライン
③流れをタイムライン図で見せ、
作業員にて課題を把握
②生産ライン
の流れ+作業
員の動き ①ものづくり現場
図4 ものづくり最適化事例の価値提供サイクル
本事例により、人そのものが 「価値に変換」の能力を
持ち、 IoTの価値提供サイクノレの中で重要な役割を担っ
ているとわかる。
みる(図 4)0 rつながる」場所は、ものづくり現場であ 役はクラウドサービスによる履歴管理である。「価値に
る。今回の事例では、つながる技術そのものは本質的で 変換」して「最適に制御Jするのは管理者自身である。
はないため省略する。「集める」対象は、生産ラインの 本事例は、従来は価値提供サイクルがまわっていなか
機器情報をもとにした「流れ」であり、加えて、作業員 った(=定着していなかった)分野に対して、価値提供
の動きである。「分析する」主役はタイムラインであり、 サイクノレがスムーズにまわるように再構成するニとで
判断に必要な情報を 1つの画面に集約して見える化し 成功する好例である。
ている。「価値に変換」するのは作業員自身であり、改
善箇所を把握して改善計画を立てる。そして「最適に制
御」も作業員自身であり、改善活動を実行する。
????
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③履歴を見せ、
現場管理者にて課題を把握
①水質検査の現場
図5 水質管理事例の価値提供サイクル
加えて、センサーメーカーA社にとって、従来のモノ
売りのビジネスから脱却し、ライフサイクルでのビジネ
ス拡大(ここでは試薬の販売)を行っている例にもなっ
ている。デジタル化の進展により、モノ売りの経済は、
急速に、成果型経済に変化してきている。そのため、主
に製造業にとって、モノの販売に頼らないライフサイク
ルでの成果に基づく収益モデルを構築することは、重要
なテーマになってきている。 3)
4. ヒューマンセントリック loT
これらの事例の中の価値提供サイクルで見てきたよ
うに、 価値提供サイクルの要は人であり、 価値提供サイ
クルの中で、IoTや AIといったデジタル技術の役割は、
人の支援をし、人に価値を提供することである。
富士通では、すべてを人を中心に据え、テクノロジー
は人に寄り添って、人をエンパワーし、有機的につなが
ったテクノロジーがすべての人に大きな価値をもたら
す、というビジョンを掲げている。IoTにおいても、人
を中心とした価値提供サイクルが重要であり、その考え
方を、ヒューマンセントリック IoTと呼んで、いる。そ
して、ヒューマンセントリック IoTに基づく、様々な
サービスを提供している。4)
5.まとめ
IoTを含むデジタル化により、全ての産業で、既存の
ヒ、ジネスモデ、ルや産業構造の変革が不可避になる。突然、
競合に商品を再定義され既存の市場を失ったり、これま
での人の熟練技能やノウハウが置き換えられたりする
ことがありうる。
1つの典型例は、米nest社が創出したスマートサー
モスタット市場である。従来、米国家庭の空調温度調節
は、サー モスタッ トと呼ばれる武骨な装置を使って手動
設定することが行われていた。ここに、 nest社が 2011
年に新型のサーモスタットとして、在室センシング、自
動学習、ネット接続可能なスタイ リッ、ンュな製品を投入
したところ、便利さと電気代の節約もあいまって大ヒッ
トした。3年後には、従来型サーモスタットメーカーも
次々と同様製品を投入し、サーモスタッ トのハイエンド
市場を、スマー トサーモスタ ット市場と して塗り替えて
しまった。デジタル化によ りサーモスタッ トという商品
が再定義され、スマー トサーモスタットとしづ新市場が
創出された好例である。また、学習し最適化することで、
家庭の人の快適さを価値とした、価値提供サイクルがま
わっていることにも注目したい。
以上のよ うに、デジタル化の潮流の中で、どのように
IoTを取り入れるべきか、既存の IoT事例から何を学ぶ
べきかを考える上で、ヒューマンセン トリック IoTの
考え方と、価値提供サイクルのフレームワークが役立つ
ことを紹介した。今後の、具体的なビジネスや社会の課
題解決にあたって、ご活用いただきたい。
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